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補 助 事 業 名 平成25年度連携組織活性化研究会

対 象 組 合 等

木更津総合卸商業団地協同組合
▼組合データ
理 事 長 堀内　正一 住　 所 木更津市潮浜 1-17-2
設　 立 昭和58年 12月 業　 種 卸売業中心の異業種
組 合 員 30人（平成26年10月現在）

テ ー マ 愛称を活用した組織の活性化
担 当 部 署 千葉県中小企業団体中央会　工業連携支援部（℡ 043-306-2427）
専 門 家 かちどき特許事務所　髙橋　幸夫（弁理士）

背
景
と
目
的

①
青
年
部
Ｒ
Ｅ-

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
計
画
（
木

更
津
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
、
平

成
25
年
度
総
会
の
資
料
か
ら
抜
粋
）

▼
再
生
計
画
の
意
義

　

今
日
の
中
小
企
業
を
巡
る
経
営
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
傾
向
が
続
き
、
存
続
分
野
の
市
場
が

縮
小
し
て
い
く
中
で
、
積
極
的
に
新
し

い
市
場
開
拓
を
し
な
い
限
り
、
企
業
経

営
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る

た
め
に
は
、
既
成
概
念
を
超
え
た
発
想

や
挑
戦
す
る
行
動
力
が
必
須
で
あ
り
、

若
手
経
営
者
と
企
業
の
根
底
を
な
す
従

業
員
の
柔
軟
な
思
考
と
異
質
な
業
界
で

の
経
験
を
融
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。

▼
青
年
部
再
生
の
目
的

　

組
合
青
年
部
に
は
、
業
界
内
の
様
々

な
企
業
の
構
成
要
員
が
交
流
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
深
い
視
野
を
持
っ
た
将
来
の
組

合
役
員
候
補
者
又
は
組
合
員
企
業
の
次

期
後
継
者
を
育
成
す
る
と
い
う
場
と
し

て
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
若
い
時
期
か

ら
、
広
い
視
野
で
業
界
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
の
養
成
、
地
域
経
済
界
の

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
同
業

種
又
は
社
内
だ
け
で
な
く
、
異
業
種
と

の
交
流
か
ら
多
角
的
な
連
携
を
可
能
と

し
、
新
た
な
経
営
資
源
の
開
拓
へ
つ
な

が
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

②
平
成
25
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

０�

．会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

深
化
と
継
続

　

１�

．
組
合
の
愛
称
・ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の

創
出

　

２�

．建
物
及
び
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

連
絡
体
制

　

３
．
４
団
地
青
年
部
活
動
へ
の
参
加

③
平
成
25
年
度
の
進
行
方
向

　

上
述
し
た
４
つ
の
活
動
テ
ー
マ
の
う

ち
、「
０
．
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
深
化
と
継
続
」、「
１
．組
合
の
愛
称・

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
創
出
」
及
び
「
３
．

４
団
地
青
年
部
活
動
へ
の
参
加
」
の
３

つ
の
テ
ー
マ
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
と

考
え
ら
れ
る「
愛
称
選
定
作
業
の
準
備
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
意
識
の
統
一

　

組
合
の
愛
称
を
決
定
す
る
意
義
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
愛
称
を
決
定
す
る
の
か
？
」

「
何
の
た
め
に
愛
称
選
定
す
る
の
か
？
」

「
愛
称
を
誰
に
発
信
す
る
の
か
？
」
な

ど
に
つ
い
て
種
々
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
の
発
言
か

ら
、
輝
く
組
合
、
組
合
に
風
を
吹
か
せ

た
い
な
ど
の
組
合
の
活
性
化
、
組
合
の

知
名
度
Ｕ
Ｐ
、
木
更
津
市
の
空
洞
化
改

善
等
に
対
す
る
意
気
込
み
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

②
愛
称
の
価
値
等

　

前
半
で
、
組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

に
、
組
合
の
愛
称
を
選
定
す
る
考
え
方

の
基
礎
と
な
る
「
売
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
」

の
説
明
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
組

合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
が

組
合
の
愛
称
を
決
定
す
る
重
要
性
を
再

認
識
し
、
組
合
の
愛
称
と
し
て
最
適
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
が
構
築
で
き

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
組
合
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
間
で
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、

忌
憚
の
な
い
意
見
や
活
発
な
議
論
等
が

な
さ
れ
、
組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま
り
を
感

じ
ま
し
た
。

③
愛
称
選
定
方
法
の
決
定

　

愛
称
候
補
を
出
す
方
法
と
し
て
は
、

「
公
募
」「
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
（
青

年
部
メ
ン
バ
ー
）」「
社
内
持
ち
帰
り
検

事
業
の
活
動
内
容

このコーナーでは、連携組織の活性化に意欲的に取り組む県内の組合事例等をご紹介します！
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の
愛
称
の
創
出
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い

か
迷
い
が
あ
っ
た
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
愛
称
選
定
作
業
の
準
備
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
の
愛
称
選
定
方

法
が
決
定
し
、
組
合
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
相
互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
っ
た
と
い
う
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
茂
原
卸
商
業
団
地
協
同

組
合
青
年
部
が
行
っ
た
愛
称
募
集
（
も

ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
に
決
定
）
の
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
の
関
心
も
増
し
た
た
め
、

今
後
、「
３
．
４
団
地
青
年
部
活
動
へ

の
参
加
」
も
促
進
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
に
行
っ
た

青
年
部
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
は
、
次
年
度
以
降
の
青
年
部
Ｒ

Ｅ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
計
画
に
お
け
る
参
考
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
愛

称
選
定
方
法
が
決
定
し
た
段
階
で
す
の

で
、
愛
称
選
定
の
企
画
段
階
の
一
部
が

終
了
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

愛
称
募
集
の
計
画
を
立
て
て
実
施
し
、

愛
称
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
愛
称
の
選
定
過
程
で
、
組
合
青
年

部
の
団
結
力
が
よ
り
強
固
と
な
り
、
組

合
青
年
部
の
露
出
度
も
高
ま
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

愛
称
候
補
が
う
ま
く
集
ま
ら
な
い
場

合
が
少
な
く
な
い
。

　

よ
い
愛
称
が
出
て
こ
な
い
場
合
に

は
、
複
数
回
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン

グ
が
必
要
と
な
る
。

　

愛
称
決
定
後
の
宣
伝
は
一
か
ら
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。

三
．
社
内
で
持
ち
帰
り
検
討

ａ
．
利
点

　

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
よ
り
愛
称

候
補
が
集
ま
り
や
す
い
。

ｂ
．
欠
点

　

勤
務
時
間
外
等
の
時
間
を
別
途
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

真
剣
度
が
あ
ま
り
高
く
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
、
よ
い
愛
称
が
出
て
く
る
確

率
が
低
下
す
る
。

　

そ
し
て
、
公
募
実
施
に
よ
る
組
合
の

イ
メ
ー
ジ
Ｕ
Ｐ
、
公
募
宣
伝
を
通
じ
た

市
民
の
関
心
の
向
上
、
取
引
先
を
含
む

近
隣
の
人
々
へ
の
啓
蒙
活
動
、
組
合
青

年
部
メ
ン
バ
ー
全
員
で
公
募
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
る
結
束
力
の
更
な
る
強
化

と
い
う
効
果
を
期
待
し
て
、
組
合
の
愛

称
募
集
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
が
「
組
合

討
（
宿
題
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
の
方
法
の
う
ち
の
ど
れ
を
採
用

す
る
か
、
組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
．
公
募

ａ
．
利
点

　

愛
称
候
補
が
非
常
に
沢
山
集
ま
り
、

よ
い
愛
称
が
出
て
く
る
可
能
性
が
向
上

す
る
。

　

共
同
作
業
に
よ
り
青
年
部
の
団
結
力

が
よ
り
高
く
な
る
。

　

予
め
愛
称
の
公
募
で
注
目
さ
れ
て
い

る
た
め
、
愛
称
決
定
後
の
宣
伝
が
し
や

す
い
。

ｂ
．
欠
点

　

懸
賞
金
、
広
告
宣
伝
費
等
の
費
用
が

か
か
る
。

　

準
備
期
間
、
告
知
期
間
、
応
募
期
間
、

決
定
ま
で
の
会
議
時
間
等
の
愛
称
募
集

の
準
備
か
ら
決
定
ま
で
に
時
間
と
労
力

を
要
す
る
。

二
．
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ブ
レ
ー

ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

ａ
．
利
点

　

短
時
間
（
２
～
３
時
間
）
で
愛
称
決

定
も
可
能
で
あ
り
、
時
間
と
労
力
が
少

な
く
て
す
む
。

　

愛
称
募
集
に
必
要
と
な
る
費
用
が
不

要
と
な
る
。

ｂ
．
欠
点

事
業
の
成
果

　

昨
年
の
12
月
に
、
組
合
設
立
30
周
年

を
迎
え
た
木
更
津
総
合
卸
商
業
団
地
協

同
組
合
は
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

木
更
津
駅
周
辺
の
魅
力
の
欠
如
が
囁

か
れ
る
中
、
木
更
津
駅
周
辺
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
発
信
す
る
た
め
に
は
、
組
合

青
年
部
の
力
は
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

組
合
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
が
今
ま
で
以

上
に
団
結
し
、
早
期
に
組
合
の
愛
称
を

決
定
し
て
、
組
合
の
愛
称
と
共
に
、
よ

り
向
上
し
た
木
更
津
駅
周
辺
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
髙
橋　

幸
夫
）

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望

チャレンジ組合ちば
〜連携支援の現場から〜


